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介護療養病床の再編計画の中止を求める意見書 

吉川市議会会議規則第１３条の規定により、上記意見書を別紙のとおり提出する。 
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提 案 理 由  口 頭 



介護療養病床の再編計画の中止を求める意見書 

 

  ２００６年、厚生労働省は医療保険適用の医療療養病床を２５万床から１５万床に減ら 

し、介護保険適用の介護療養病床を１３万床からゼロにする計画を決定した。しかし、国 

民の反撃を受け、医療療養病床は各都道府県の目標に即し、２２万床程度残す方針に転換 

したものの介護療養病床の廃止は変更されていない。 

  医療療養病床では、胃ろうの患者は診療報酬が低いため、入院を敬遠されがちであり、 

特別養護老人ホームも医療行為が必要な要介護者は入れない。 

  政府が進める介護療養病床の転換先とされる転換型老健には転換前と比べ医師が３分の 

１しかおらず、２４時間の対応もできない。 

 介護療養病床が廃止されると胃ろうの人など医療と介護の両方を必要とする患者の行き 

場がなくなってしまう。 

 民主党は昨年の総選挙の政策に「療養病床を削減する介護療養病床再編計画を中止す 

る」と説明している。 

 よって政府においては、介護療養病床再編計画を中止するよう強く求めるものである。 

以上、地方自治法第９９条の規定に基づき意見書を提出します。 
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